
３ 平均賃金（集計表 第３表） 
（１）全常用労働者の平均賃金

平成 年 月の全常用労働者（役付者を含む）の平均賃金は、所定時間内賃金が 円、所定時間外

賃金が 円となり、合計で 円（平均年齢 歳、平均勤続年数 年、平均扶養家族数

人）であった。労働組合の有無別にみると、労働組合の「有り」と回答した企業は「無し」と回答した企業

に比べ、所定時間内賃金で 円（ ％）高くなっている。また、企業規模別では「 ～ 人」規模の

企業が所定時間内賃金、年間給与支払額が高くなっている。

また、平成 年の全常用労働者の年間給与支払額（所定時間外賃金、賞与等を含む）の平均額は

円であった。

 
＜図表３－１＞全常用労働者の平均賃金

（単位：歳、年、人、円）

平均年齢
平均勤続

年数

平均扶養

家族数

平成 年 月 か月の平均賃金
平成 年

年間給与

支払額
所定時間内

賃金

所定時間外

賃金うち通勤手当

調査産業計

労組有

労組無

１０ ～ ４９人

５０ ～ ９９人

１００ ～ ２９９人

 

前回調査結果と比較すると、所定時間内賃金は 円（ ％）減少し、所定時間外賃金は 円（ ％）

増加した。また、平成 年の年間給与支払額は平成 年より 円（ ％）上回った。

 
＜図表３－２＞平均賃金の推移 

（単位：円、％） 

調査年（平成） 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年

所定時間内賃金

対前年比 △ △ △ △ △ △

所定時間外賃金

対前年比 △ △ △ △ △

賃金計

対前年比 △ △ △ △ △

年間給与支払額

（源泉徴収票の支払金額）

対前年比 △ △ △

－ 20－



（２）産業別平均賃金 
所定時間内賃金（通勤手当含む）では「金融業，保険業」が最も高く 円、次いで「情報通信業」

円、「卸売業，小売業」 円、の順となっている。所定時間内賃金が最も低い産業は「宿泊業，飲食サ
ービス業」で 円であった。
所定時間外賃金の高い産業を見ると、「運輸業，郵便業」（ 円）、「教育，学習支援業」（

円）、「情報通信業」（ 円）の順になっており、賃金総額における所定時間外賃金の占める割合も「運
輸業，郵便業」が ％と最も高くなっている。

 
＜図表３－３＞平均賃金の産業別比較

 
 

 

（円） （％）

－ 20－ － 21－



（３）男女別平均賃金 
所定時間内賃金では男性 円（平均年齢 歳、平均勤続年数 年、平均扶養家族数 人）、

女性 円（平均年齢 歳、平均勤続年数 年、平均扶養家族数 人）であり、女性の所定時

間内賃金は男性の ％となっている。これを産業別にみると「運輸業，郵便業」（ ％）が男女間の所

定時間内賃金の差が最も小さく、次いで「医療，福祉」（ ％）の順になっている。一方、「金融業，保険

業」では、女性の所定時間内賃金は男性の ％である。

 
＜図表３－４＞男女別平均賃金

 

 

（円） （％）

－ 22－




